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1 IT技術が未来を支える

「地域経済論」(担当：宮田貞夫先生)では、『カーレポ株
式会社』運営統括責任者の小沢雅貴さんから提示された６つ
の課題に対し、学生が調査研究を進めてきました。９月12日
(木)に解決案の発表会がありました。

『カーレポ株式会社』では、新車整備から使用済自動車の
リサイクルまで、一社で完結する循環型ビジネスモデル「サ
ーキュラー・エコノミー（CE）」を構築しています。

こうした強みを活かして、環境価値で次世代にふさわしい
マーケットの創出を目指していきます。その一環として、本
学の学生による更なる躍進のアイデアに期待しています。

「顧客との息の長い付き合いを実現するための会員制度に
ついて」の課題解決案を発表した飯村寧音さん（水城高卒）
は、LINE等アプリを活用し情報サービスを展開し、イベント
情報、整備過程の配信や会員限定のクーポン
提供を提案しました。また、「モビリティーサー
ビスの環境貢献価値を社会に認知してもらう方法」
の課題解決について発表した金子さん（水戸工卒）
は、サステイナブルカーレースの開催を
提案しました。

学生の様々な提案に対し、小沢雅貴氏
は、「皆さんの持つIT技術が、これからの
未来社会を支えるものとなります。IT技術を
活かした様々な提案があった」と学生の健闘
を讃えていました。

「大志を抱いて努力せよ」を
校訓に、工業教育を通して高い
専門性と確かな知識・技術を身
に付け豊かな人間性を培う下館
工業高校です。

田中一豪校長からは「ITを活
かして夢に挑戦してください」
とエールを頂きました。

２ 応援メッセージ！
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３ 記事、P I c k  Up
本校のXによる学校紹介記事を、

ピックアップしました。盛り沢山です。
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